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平成20年６月（2）�平成20年６月（3）�
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三�

県
指
定
史
跡〔
古
墳
三
基
〕�

塚の原古墳（南郷区）�

学
生
学
生
の
皆
さ
ん
、学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
納
付
特
例
制
度
を�

ご
存
知
存
知
で
す
か�

　
日
本
国
内
に
住
む
全
て
の
人
は
、
２０
歳
に
な
っ
た
時

か
ら
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納

付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
が
、
学
生
に
つ
い
て
は
、
申

請
に
よ
っ
て
在
学
中
の
保
険
料
納
付
を
猶
予
す
る「
学

生
納
付
特
例
制
度
」が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
と
、万

一
、病
気
や
ケ
ガ
で
重
い
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
障
害

基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
障
害
年
金
の

受
給
資
格
要
件
に
含
ま
れ
ま
す
。学
生
で
あ
っ
て
所
得

が
少
な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
必
ず

学
生
納
付
特
例
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
の
計
算
に
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。将
来
の
年
金
額
を
減
ら
さ
な
い
た
め
に
、

承
認
を
受
け
て
か
ら
１０
年
間
の
う
ち
に
保
険
料
を
納

付（
追
納
）す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

ま
す（
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度

目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は
、当
時
の
保
険
料
に
一

定
の
加
算
額
が
加
わ
り
ま
す
）。�

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、
大
学
、
短
期
大
学
、
大
学
院
、

高
等
学
校
、
専
修
学
校
な
ど
の
ほ
か
、
各
種
学
校（
１

年
以
上
の
就
学
課
程
に
限
る
）に
在
学
す
る
２０
歳
以
上

の
学
生
で
す
。
ま
た
、
夜
間
・
定
時
制
・
通
信
課
程
も
含

ま
れ
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
対
象
と
な
り
ま

す
。�

　
申
請
は
、住
民
票
を
登
録
し
て
い
る
市
区
役
所
・
町

村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
の
際
に
は
基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で
き
る

書
類（
年
金
手
帳
な
ど
）と
学
生
証（
又
は
在
学
証
明

書
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。な
お
、
前
年
の
所
得
が
一
定

額
以
上
の
場
合
は
、
申
請
が
承
認
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
前
年
の
所
得
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。�

�

　
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
社
会
保
険
事
務
所
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。�

�

　
延
岡
社
会
保
険
事
務
所�

　
　
　
　
　
　
1
０
９
８
２ - 

21 - 
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４
２
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美
郷
町
新
茶
ま
つ
り
が
日
向
市
の

グ
リ
ー
ン
ト
ッ
プ
で
５
月
１０
〜
１１
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
会
場
で
は
、
美
郷
町
内
の
生
産
者

が
丹
誠
込
め
て
栽
培
さ
れ
た
新
茶
の

試
飲
販
売
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
方
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
お
茶
を
飲
み
比
べ
て
好
み

の
お
茶
を
購
入
し
て
お
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、つ
き
た
て
の
茶
餅
の
ふ
る
ま

い
や
美
郷
町
の
特
産
物
の
販
売
、
新
し

い
美
郷
町
の
特
産
物「
朝
色
紅
茶
」の

試
飲
販
売
も
行
わ
れ
、
会
場
に
は
雨

に
も
関
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
方
が
訪

れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
生
産
者
が
中
心

と
な
り
、
美
郷
茶
の
Ｐ
Ｒ
と
茶
生
産
農

家
の
販
路
拡
大
を
目
的
と
し
て
開
催

し
て
い
ま
す
。�

　
来
年
も
美
味
し
い
お
茶
を
用
意
し

て
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。�

�
　�

ＪＡ日向森田部会長と関係者�

益
見
太
郎
塚(

ど
ん
太
郎
さ
ん)

　
昭
和
11
年
指
定�

�

　
百
済
の
国
か
ら
入
村
し
た
貞
嘉
王
。
そ
れ
を
追
っ
た
新
羅
か
ら
の
追

討
軍
を
襲
撃
す
る
際
、
地
元
の
実
力
者
と
し
て
貢
献
し
た
、
益
見
太
郎

を
埋
葬
し
た
と
さ
れ
る
古
墳
で
す
。�

(

南
郷
区)�

�

塚
の
原
古
墳�

昭
和
11
年
指
定�

�

　
神
門
地
域
の
文
化

産
業
振
興
に
尽
力
し

た
と
さ
れ
る
、
貞
嘉

帝
一
族
。
そ
の
貞
嘉

帝
を
埋
葬
し
た
と
さ

れ
る
古
墳
で
す
。�

(

南
郷
区)�

������

西
郷
古
墳(

鳥
の
巣
古
墳)

　
昭
和
10
年
指
定�

�

　
昭
和
４
年
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
こ
の
古
墳
の
石
棺
か
ら
は
、
長
さ
約

80�
cm
の
剣
や
90�
cm
の
直
刀
、
鉄
製
の
や
じ
り
な
ど
が
多
数
出
土
し
て
お

り
、
地
域
の
権
力
者
が
埋
葬
さ
れ
て
い
た
事
が
わ
か
り
ま
す
。(

西
郷
区)��

(

文
化
財
保
護
調
査
委
員
会)��

　
去
る
５
月
８
日
県
庁
講
堂
に
お
い
て
、
商
品
ブ
ラ
ン
ド
産
地

認
定
証
交
付
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、「
み
や
ざ
き
乾

し
い
た
け
」と「
み
や
ざ
き
温
室
光
セ
ン
サ
ー
メ
ロ
ン
」の
２
品
目

７
産
地
が
認
定
を
受
け
ま
し
た
。『
み
や
ざ
き
乾
し
い
た
け
』で

は
Ｊ
Ａ
日
向
も
認
定
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
日
向
し
い
た
け
部
会
長（
美
郷

町
し
い
た
け
部
会
長
）の
森
田
久
寛

氏
が
認
定
証
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

知
事
か
ら
は
、「
食
の
安
全
が
求
め
ら

れ
て
い
る
現
在
、
安
全
で
安
心
し
て

消
費
さ
れ
る『
み
や
ざ
き
乾
し
い
た
け
』

で
す
の
で
共
に
頑
張
っ
て
売
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」と
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。�

　
今
後
は
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ（
生

産
履
歴
の
追
跡
可
能
性
）の
充
実
や「
宮

崎
乾
し
い
た
け
安
全
・
安
心
栽
培
指
針
」

の
遵
守
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
生
産

者
の
方
々
が
努
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
産
性
も
よ
り
一
層
向
上
し
、
高
値

で
の
販
売
が
可
能
に
な
る
も
の
と
期

待
さ
れ
ま
す
。
美
郷
町
関
係
で
は
、「
宮

崎
牛
」「
み
や
ざ
き
地
頭
鶏
」「
み
や
ざ

き
エ
コ
ミ
ニ
ト
マ
ト
」「
完
熟
き
ん
か
ん
」

「
み
や
ざ
き
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ト
ピ

ー
」の
５
商
品
が
既
に
認
定
を
受
け
て

お
り
、
今
回
の「
み
や
ざ
き
乾
し
い
た

け
」で
６
商
品
と
な
り
ま
し
た
。�

�

ま
す
み�



平成20年６月（4）�平成20年６月（5）�
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青
年
ら
し
い
自
由
で
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
の
作
品
を
募
集
し

ま
す
。�

☆
対 

象 

者
　
15
歳（
中
学
校
卒
業
）以
上
30
歳
未
満�

☆
作
文
内
容�

　
①
社
会
や
世
界
に
向
け
て
の
意
見
、
未
来
へ
の
希
望
や
提
案�

　
②
青
少
年
健
全
育
成
活
動
、
地
域（
郷
土
）づ
く
り
活
動
、

　
　
団
・
グ
ル
ー
プ
活
動
等
と
の
関
わ
り
の
中
で
の
意
見
や

　
　
提
言�

　
③
テ
レ
ビ
、
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
る
青
少
年
問
題
や
社
会

　
　
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
に
対
す
る
意
見
や
提
言�

☆
募
集
方
法�

　
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
３
〜
４
枚
程
度
で
、
５
分
以
内
に

発
表
で
き
る
未
発
表
の
作
文
を
教
育
委
員
会
西
郷
事
務
所

に
提
出
し
て
下
さ
い
。�

☆
募
集
期
限
　
平
成
20
年
７
月
18
日（
金
）�

�

☆
提 

出 
先
　
教
育
委
員
会
西
郷
事
務
所�

（
1
66 - 

２
１
３
０
）�

　�

　宮崎県が行う物品の買い入れ等の
入札に参加するために必要となる｢競
争入札参加資格者名簿」への登載を
希望される方は、資格審査申請を行っ
てください。�

☆受付期間　7月1日(火)～31日(木)�
　　　　　　※土日祝日を除く�

☆受付時間　午前9時から午後4時�

☆受付場所　県庁附属棟306号室�

☆主張受付　延岡総合庁舎�
　　　　　　7月23日(水)～24日(木)

☆問合せ先　宮崎県総務部�
　　　　　　総務事務センター�
　　　　　　10985 - 26 - 7208�
�

　パソコン（インターネット）や、携帯電
話（iモード等）では、雨量や河川水位
の速報値がご覧になれます。豪雨や台
風時の防災情報としてご利用ください。�
�
【アドレス】�
パソコン版�
http://kasen.pref.miyazaki.jp�
�
携帯版�
http://kasen.pref.miyazaki.jp/mobile/�
�
※宮崎県庁ホームページからもアクセ
　スできます。�
　「県庁HP」→「災害情報」→防災関
連リンク「雨量・河川推移情報」�
�

☆主　　催　社団法人　宮崎県シルバー人材センター連合会�
�
☆趣　　旨　高齢者の雇用職業につなげることを目的とした地域事
　　　　　　業として厚生労働省より委託を受け各種の講習を実
　　　　　　施している。�
�
☆期　　間　平成２０年９月１日（月）～９月１２日（金）�
�
☆場　　所　（社）日向市シルバー人材センター�
　　　　　　（日向市大字財光寺８４７ - １）�
�
☆対 象 者　県内在住の求職者で、原則として、60歳台前半層の高
　　　　　 　齢者�
�
☆募集人員　20名（定員をオーバーした場合は抽選）�
�
☆申込締切　平成20年８月15日（金）までに必着�
�
☆問合せ先　（社）宮崎県シルバー人材センター連合会�
　　　　　　1０９８５ - 31 - ３７７５�
�
※申込書は美郷町役場総務課にあります。�

　（1０９８２ - 66 - ３６０１）�
�

　
人
権
擁
護
委
員
制
度
を
御
存
知
で
す
か
。�

　
６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。�

　
日
頃
、
人
権
に
つ
い
て
お
困
り
の
方
や
、

身
近
な
問
題
で
相
談
さ
れ
た
い
方
は
、
法

務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次
の
人
権
擁
護
委
員

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

�

南
郷
区
　
甲
斐
保
男（
1
59 - 

０
０
９
３
）�

　
〃
　
　
瀧
下
慶
子（
1
59 - 

１
０
９
１
）�

�

西
郷
区
　
富
田
紘
之（
1
66 - 

２
４
８
１
）�

�

北
郷
区
　
川
西
一
雄（
1
62 - 

６
０
０
２
）�

　
〃
　
　
川
西
和
生（
1
62 - 

５
０
１
８
）�

�

　
ま
た
、
５
月
30
日（
金
）に
は
全
国
一
斉

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」と
し
て
、
次
の
と

お
り
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。�

�

　
開
催
場
所
：
美
郷
町
西
郷
区�

　
　
　
　
　
　
峰
集
会
セ
ン
タ
ー�

　
開
設
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
後
３
時�

�

　
体
験
学
習
サ
ー
ク
ル「
ど
き
・
土
器

探
検
隊
」の
隊
員
を
募
集
し
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
小
・

中
学
生
の
み
な
さ
ん
、
入
隊
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
！�

　
な
お
、
親
子
で
の
入
隊
も
大
歓
迎
で

す
。�

�

☆
対 

象 

者
　
小
・
中
学
生
全
学
年�

�

☆
参 

加 

費
　
無
料�

�

☆
申
込
方
法�

　
学
校
か
ら
配
付
さ
れ
る
申
込
書
又

は
教
育
委
員
会
西
郷
事
務
所
備
え
付

け
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、
学
校
又
は

教
育
委
員
会
西
郷
事
務
所
に
提
出
し

て
下
さ
い
。�

�

☆
問
合
せ
先�

　
教
育
委
員
会
西
郷
事
務
所�

　
　
　
　
　
　
　
1
66 - 

２
１
３
０�

��

 宮崎県林業技術センター         �
 　美郷町西郷区田代１５６１番地１         ��
 宮崎県林業技術センター         �
 　美郷町西郷区田代１５６１番地１         ��
 宮崎県庁６号館会議室         �
 　宮崎市橘通東２丁目１０番１号         ��
宮崎県庁６号館会議室         �
 　宮崎市橘通東２丁目１０番１号         

午前９時    �
    ��
午後１時    �
    ��
午前９時    �
    ��
午後１時    �
    

７月３０日　　　　
（水曜日）    ��
７月３０日　　　　
（水曜日）    ��
９月１５日　　　　
（月曜日）    ��
９月１５日　　　　
（月曜日）    �
    

一次試験       �
（知識試験及び適性試験）       ��
二次試験       �
（技能試験）       ��
一次試験       �
（知識試験及び適性試験）       ��
二次試験       �
（技能試験）           

　詳しくは、下記までお問い合わせください。�

　平成２０年度の狩猟免許試験が下記のとおり行われますのでお知らせします。                                     

県出先機関名称        �

東臼杵農林振興局・林務課        

電　話      �

０９８２－３２－６１５７      

所　在　地       �

延岡市愛宕町２丁目１５番地       

第 

１ 

回�
���

第 

２ 

回�
���

区　　分        試験日    開始時間    試験会場          

　文部科学省では、子どもの読書を推進する活動が優秀と認められる図書館・団
体を対象に大臣表彰を行っており、このたび西郷図書館が日頃の活動を評価され
受賞しました。�

申し込みは随時�
受け付けています。�



平成20年６月（6）�平成20年６月（7）�

��

�

　
平
成
20
年
度
よ
り
、
国
民
健
康

保
険
税
の
内
容
が
変
更
と
な
り
ま
す
。�

�

◇
平
成
19
年
度
ま
で
の�

国
民
健
康
保
険
税
の
内
容�

�

●
概
　
要�

　
国
民
健
康
保
険
税
は
国
民
健

康
保
険
分
と
介
護
保
険
分（
40
歳

か
ら
64
歳
ま
で
が
該
当
）が
あ
り
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
に
か
か
る
税
で
す
。�

　
国
民
健
康
保
険
分（
医
療
分
）は
、

そ
の
年
に
予
測
さ
れ
る
医
療
費
か

ら
、
病
院
で
支
払
う
一
部
負
担
金

と
国
等
の
補
助
金
等
を
除
い
た
分

が
、
全
体
の
１
年
間
の
税
額
と
な

り
ま
す
。�

　
介
護
保
険
分（
介
護
分
）は
、
厚

生
労
働
省
で
定
め
ら
れ
た
１
人
あ

た
り
の
負
担
額
×
保
険
者
数（
介
護

保
険
税
該
当
者
）の
２
分
の
１
が
全

体
の
１
年
間
の
税
額
と
な
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
内
訳
と
し
て
所
得
割（
前

年
度
所
得
×
税
率
）、
資
産
割（
固

定
資
産
税
×
税
率
）、
均
等
割（
１

人
あ
た
り
）、
平
等
割（
１
世
帯
あ

た
り
）が
あ
り
ま
す
。�

　
な
お
、
限
度
額
は
医
療
分
56
万

円
、
介
護
分
９
万
円
と
な
り
、
最

高
65
万
円
と
な
り
ま
す
。�

�

●
納
　
期 

…
　
10
期�

�

●
そ
の
他�

・
国
民
健
康
保
険
税
は
世
帯
主
に 

　
課
税
さ
れ
ま
す
。�

・
世
帯
の
状
況
に
応
じ
て（
所
得
等
）

　
均
等
割
と
平
等
割
が
軽
減（
２
割
・

　
５
割
・
７
割
）さ
れ
る
軽
減
世
帯

　
が
あ
り
ま
す
。�

※
た
だ
し
、
世
帯
の
中
で
申
告
を

　
さ
れ
て
な
い
方
が
い
る
と
軽
減

　
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。�

�

◇
平
成
20
年
度
か
ら
の�

　
変
更
点�

①【
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
】が

　
追
加
と
な
り
ま
す
。�

　
従
来
ま
で
の
医
療
分
と
介
護
分

に
加
え
て
、（
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
開
始
に
伴
い
）後
期
高
齢
者
の

医
療
費
を
支
援
す
る【
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
】が
新
た
に
追
加
さ

れ
ま
す
。�

　
こ
の【
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
】

（
以
下【
支
援
金
分
】）は
、
75
歳
未

満
の
方
全
て
に
賦
課
さ
れ
ま
す
。�

�【
40
歳
未
満
及
び
65
歳
以
上�

75
歳
未
満
の
方
】�

　
Ｈ
19
ま
で
　 

医
療
分�

　
　
　
　
　
←�

　
Ｈ
20
か
ら
　
医
療
分�

　
　
　
　
　
　
＋
支
援
金
分�

�【
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
】�

　
Ｈ
19
ま
で
　
医
療
分
＋
介
護
分�

　
　
　
　
　
←�

　
Ｈ
20
か
ら
　
医
療
分
＋
介
護
分�

　
　
　
　
　
　
＋
支
援
金
分�
�

②
賦
課
限
度
額
が
変
更
と
な
り

　
ま
す
。�

　
賦
課
方
式
の
変
更（
支
援
金
分

の
追
加
）に
伴
い
、
賦
課
限
度
額
が

変
更
と
な
り
ま
す
。�

�【
変
更
後
】�

　
医
療
分
47
万
円
＋
介
護
分
９
万

円
＋
支
援
金
分
12
万
円
＝
計
68

万
円�

�

③
税
率
が
変
更
と
な
り
ま
す
。�

　
賦
課
方
式
の
変
更（
支
援
金
分

の
追
加
）に
伴
い
、
税
率
が
変
更
と

な
り
ま
す
。�

　
た
だ
し
、
現
在
税
率
に
つ
い
て

は
試
算
中
で
す
の
で
、
決
定
次
第

改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

�

④
年
金
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
の

　
特
別
徴
収
を
開
始
し
ま
す
。�

　
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
で
、
次

の
ア
〜
カ
全
て
に
該
当
す
る
方
は
、

年
金
か
ら
国
民
健
康
保
険
税（
２
ヶ

月
分
に
相
当
す
る
額
）を
差
し
引
い

て
収
め
て
い
た
だ
く
こ
と（
特
別
徴

収
）に
な
り
ま
す
。�

　
た
だ
し
、
美
郷
町
は
10
月
か
ら

開
始
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

６
月
か
ら
９
月
ま
で
は
従
来
ど
お
り

納
付
書（
口
座
振
替
の
方
は
口
座
振

替
）で
納
付
し
て
い
た
だ
き
、
10
月

か
ら
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
と
な

り
ま
す
。�

�【
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
方
】�

ア
、
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
。�

イ
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

　 

る
世
帯
員
全
員
が【
ア
】に
該
当

　  

す
る
世
帯
。�

ウ
、
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
被

　  

保
険
者
。�

　（
世
帯
主
が
後
期
高
齢
者
医
療

　 

保
険
、
社
会
保
険
等
の【
擬
制
世

　 

帯
】は
該
当
し
な
い
）�

エ
、
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受

　 

給
し
て
い
る
方
。（
全
て
の
公
的

　  

年
金
が
対
象
）�

オ
、
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
の
方
。�

カ
、介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保

　  

険
税
の
支
払
合
計
が
年
金
の
２

　
　
分
の
１
を
超
え
な
い
方
。�

�

　
つ
ま
り
、【
国
民
健
康
保
険
の
世

帯
員
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳
未
満
】

で【
年
金
を
18
万
円
以
上
受
給
】し

【
前
年
に
多
額
の
年
金
以
外
の
所

得
が
な
い
世
帯
】で【
世
帯
主
が
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
】で【
世

帯
主
の
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収

の
方
】の
世
帯
は
特
別
徴
収
の
該
当

と
な
り
ま
す
。�

※
世
帯
主
の
年
金
か
ら
特
別
徴
収

さ
れ
ま
す
。�

�

⑤
２
割
軽
減
の
申
請
書
の
提
出
が

　
不
要
と
な
り
ま
す�

　
平
成
19
年
度
ま
で
は
２
割
軽
減

該
当
者
に
対
し
て
は
、
役
場
か
ら

申
請
書
を
送
付
し
、
申
請
が
あ
っ

た
後
、
２
割
軽
減
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
申
請

が
不
要
と
な
り
ま
す
。�

　
該
当
者
に
対
し
て
は
当
初
か
ら

２
割
軽
減
措
置
を
行
い
ま
す
。�

�����������������

　
難
解
と
い
わ
れ
る
町
財
政
を
で

き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
町
民
の

皆
様
へ
お
知
ら
せ
す
る
コ
ー
ナ
ー

を
今
月
号
よ
り
開
設
し
ま
す
。�

　
数
字
か
ら
見
る
美
郷
町
の
姿
が

町
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
に
届
く

よ
う
掲
載
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。�

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

�
【
会
計
に
つ
い
て
】�

　
ま
ず
は
会
計
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。�

　
美
郷
町
な
ど
自
治
体（
市
町
村

な
ど
）は
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月

31
日
ま
で
の
１
年
間
を
年
度
と
呼

び
、
こ
の
１
年
間
を
一
つ
の
単
位
と

し
て
、
税
金
な
ど
、
町
に
入
っ
て
く

る
全
て
の
収
入
と
支
払
う
全
て
の

費
用
を
ま
と
め
る
会
計（
経
理
）と

呼
ば
れ
る
制
度
に
よ
っ
て
役
場
の

仕
事（
行
政
運
営
）に
必
要
な
会
計

の
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
会
計
は
一
般
会
計
と
特
別
会
計

の
２
種
類
あ
り
、
福
祉
や
教
育
、
農

林
漁
業
、
建
設
事
業
な
ど
、
一
般

的
な
行
政
を
行
う
た
め
の
経
理
は

一
般
会
計
で
、
そ
の
他
、
簡
易
水
道

事
業
な
ど
、
特
定
の
収
入（
水
道
料

な
ど
）を
特
定
の
行
政
費
用
に
あ

て
て
仕
事（
行
政
運
営
）を
行
う
事

業
に
つ
い
て
は
条
例
に
よ
っ
て
特
別

会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。�

　
ち
な
み
に
町
は
、
平
成
20
年
度
、

一
般
、
特
別
あ
わ
せ
て
９
つ
の
会
計

を
設
け
て（
設
置
）お
り
、
そ
の
会

計
の
当
初
予
算
総
額
は
１
１
４
億

５
、
６
９
１
万
円
で
、
町
民
一
人
当

た
り
に
す
る
と
１
６
５
万
円（
４
月

１
日
住
民
基
本
台
帳
人
口
６
９
２

５
人
）に
な
り
ま
す
。�

�
※
役
場
の
会
計
は
繰
越
事
業
等
の

　
例
外
を
除
き
、
原
則
１
年
間（
４

　
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
）

　
を
単
位
と
し
た
単
年
度
主
義
を

　
と
っ
て
い
ま
す
。
　�

※
特
別
会
計
は
町
条
例
で
設
け
る

　
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

※
当
初
予
算
は
年
度
初
め（
４
月

　
１
日
）に
予
定
し
た
収
入
、
支
払

　（
支
出
）の
総
額
で
す
。�

���

������������������������������������

���������������������

９つの会計の総額は114億5,691万円です！�
町民一人あたり165万円の予算になります。�
�

　
毎
年
、
５
月
２０
日
か
ら
６
月
３０

日
の
期
間
を「
山
地
災
害
防
止
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」、
６
月
１
日
か
ら
６

月
３０
日
の
期
間
を「
土
砂
災
害
防

止
月
間
」と
定
め
、
全
国
で
防
災

知
識
の
普
及
及
び
啓
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。�

　
６
月
の
梅
雨
時
期
か
ら
１０
月
に

か
け
て
は
、
大
雨
や
台
風
の
接
近

に
よ
る
水
害
、
が
け
崩
れ
な
ど
の

災
害
が
、
数
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。�

　
こ
の
よ
う
な
災
害
の
発
生
に
対

し
、
身
近
な
危
険
箇
所
の
チ
ェ
ッ
ク
、

避
難
場
所
の
確
認
等
、一
人
ひ
と

り
が
災
害
防
止
の
理
解
を
深
め
、

地
域
ぐ
る
み
で
防
災
意
識
の
向
上

を
図
り
ま
し
ょ
う
。�

�

＊
土
砂
災
害
の
前
兆（
い
ず
れ
か

　
の
現
象
が
起
き
た
ら
、早
め
の

　
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。）�

�

・ 

が
け
か
ら
の
水
が
に
ご
る
。�

�

・
地
下
水
や
湧
き
水
が
少
な
く
な
る
。�

�
・ 
斜
面
や
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
出

　
来
る
。�

�

・ 

が
け
や
斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す
。�

・ 

小
石
が
落
ち
て
く
る
。�

�

・ 

異
様
な
に
お
い
が
す
る
。�

�

・ 

山
鳴
り
が
す
る
。�

�

・ 

雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川

　
の
水
位
が
下
が
る
。�

�

＊
台
風
が
接
近
し
た
り
、大
雨
が

　
ふ
り
だ
し
た
場
合�

�

・ 

気
象
情
報（
注
意
報
・
警
報
）に

　
注
意
し
ま
し
ょ
う
。�

�

・ 

が
け
地
や
、
河
川
等
の
近
く

　
で
は
早
め
に
避
難
の
準
備
を

　
し
ま
し
ょ
う
。�

�



平成20年６月（8）�平成20年６月（9）�

　お風呂・トイレ・台所から、変なものを流して
いませんか？�
　最近、農業集落排水処理施設の水中ポンプ
が異物を噛み込んで緊急停止する事故が多発
しています。�
　異物を除去している時間は排水処理ができ
ないばかりか、破損状況によっては、ポンプ交
換が必要となり、修繕費用、数日間の停止が生
じてくるケースがあります。�
　タオルや紙オムツ等を流さないように注意し
てください。�
　誤って流した場合には、すぐにご連絡ください。�
　また、処理のできない油や残飯、農薬なども
流さないよう併せてお願いいたします。�
　処理施設は、町民みんなの財産です。大切
に使用しましょう。�
�
�

　町内では時折不法投棄が見られます。空き缶やペットボ
トルなどの小さいものから、机やテレビ等の大きいものまで様々
です。�
　これまでボランティアによる不法投棄の回収や看板の設
置等の対策を講じていますが、改善には至っておりません。
不法投棄を回収し処分する際には、多額の経費が発生します。�
きれいな美郷町を守っていくには、町民みんなで監視して
いくことが大切です。「不法投棄を発見したら役場にすぐ連
絡しましょう。不法投棄をしない、させない、許さない！」を合
言葉にきれいな美郷町を守りましょう。�
�
※ 「不法投棄」�
　違反した場合は、５年以下の懲役もしくは1,000万円以下
の罰金、または両方が科せられます。�
�

�������

南
郷
診
療
所�

所
長
　
末
永
　
治�

�

　
昨
年
の
９
月
よ
り
南
郷
診
療
所

に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
出
身
は
南

郷
で
、
地
元
で
仕
事
を
さ
せ
て
も

ら
え
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。
近
年
は
社
会
保
障

費
の
削
減
、
医
療
裁
判
の
増
加（
警

察
ま
で
介
入
）後
期
高
齢
者
医
療

制
度
な
ど
な
ど
頭
の
痛
い
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
診
療
所
は
住
民

の
皆
様
と
と
も
に
成
り
立
つ
の
だ

と
思
い
ま
す
。
微
力
で
す
が
、
少

し
で
も
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。�

����

�������

南
郷
診
療
所�

副
所
長
　
矢
野
裕
一
郎�

�

　
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
矢
野
裕
一

郎
と
申
し
ま
す
。�

　
今
年
の
４
月
よ
り
、
こ
こ
南
郷
へ

赴
任
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

実
は
私
は
美
郷
町
と
は
縁
が
深
く
、

今
か
ら
３
年
前
に
は
西
郷
病
院
に

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
翌

年
に
は
南
郷
診
療
所（
当
時:

南
郷

病
院
）に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
自
治
医
科
大

学
の
循
環
器
内
科
で
動
脈
硬
化
の

勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
再
び

こ
こ
南
郷
診
療
所
に
赴
任
さ
せ
て

い
た
だ
く
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。�

　
私
が
地
域
住
民
の
方
へ
提
供
で

き
る
医
療
の
レ
ベ
ル
は
決
し
て
満

足
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
で
き
る
可

能
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
私
は

以
下
の
こ
と
を
日
々
の
診
療
で
目

標
に
し
て
い
ま
す
。�

　„
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
高
脂
血

症
を
管
理
し
、
脳
卒
中
・
心
筋
梗

塞
の
発
症
を
ゼ
ロ
に
す
る
“�

　
自
分
の
足
で
元
気
に
診
察
室
に

入
っ
て
く
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
を
見
る
と
、
日
々
そ
の

必
要
性
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

���������

西
郷
病
院�医

師
　
小
田
　
竜�

�

　
美
郷
町
の
皆
様
、
は
じ
め
ま
し

て
。
４
月
よ
り
西
郷
病
院
へ
や
っ
て

き
た
、
小
田
竜
と
申
し
ま
す
。
専

門
は
整
形
外
科
で
あ
り
ま
す
。
西

郷
病
院
は
設
備
も
ス
タ
ッ
フ
も
充

実
し
て
お
り
、
僻
地
の
病
院
と
い

う
よ
り
も
市
中
病
院
と
い
っ
た
趣

が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
手
術
室

も
立
派
な
設
備
が
あ
り
骨
折
の
手

術
な
ど
も
徐
々
に
増
や
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
地
域
医

療
の
基
本
は
地
域
住
民
と
の
交
流

と
い
う
先
輩
の
教
え
を
守
り
、
心
も

体
も
美
郷
町
民
に
な
れ
る
よ
う
が

ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

���������

西
郷
病
院�医

師
　
堀
　
友
宏�

�

　
自
治
医
大
卒
の
堀
友
宏
と
い
い

ま
す
。
今
年
で
２
年
目
で
す
が
改

め
て
自
己
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

出
身
校
は
日
向
高
校
で
、
美
郷
町

も
入
学
す
る
学
生
が
多
い
と
聞
き

親
近
感
が
持
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

大
学
時
代
は
趣
味
が
ド
ラ
イ
ブ
で

よ
く
車
で
遠
出
を
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
単
身
赴
任
で
西
郷
病
院
に
勤

務
し
、
休
日
を
利
用
し
て
妻
子
の

い
る
宮
崎
へ
帰
っ
て
い
ま
す
。
美
郷

町
は
日
向
市
に
車
で
１
時
間
以
内

と
近
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
自
然
に

恵
ま
れ
た
地
域
で
、
大
変
住
み
良

い
場
所
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
は
気
持
ち
に
も

ゆ
と
り
を
与
え
、
ま
た
農
作
業
な

ど
で
体
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
、

そ
れ
が
健
康
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
医
療
は
遺

伝
子
治
療
な
ど
最
先
端
技
術
が

進
歩
す
る
一
方
、
家
庭
医
療
的
な

役
割
も
重
要
視
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

地
域
医
療
で
は
後
者
の
役
割
が
大

き
く
、
先
程
述
べ
た
よ
う
な
日
頃

の
生
活
か
ら
病
気
を
予
防
し
、
ま

た
そ
れ
が
認
知
症
や
身
体
能
力
低

下
な
ど
の
予
防
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
若

輩
で
す
が
美
郷
町
の
医
療
に
少
し

で
も
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。�

�����

�

　
県
立
延
岡
病
院
は
、
高
次
救
急

医
療
機
関（
他
の
病
院
か
ら
の
救
急

患
者
の
再
搬
送
先
病
院
、
高
度
医

療
を
要
す
る
重
症
患
者
の
受
け
入

れ
病
院
）と
し
て
県
北
地
域
の
高
度

医
療
提
供
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す

が
、
近
年
、
休
日
や
夜
間
に
お
い
て

通
常
の
１
次
医
療
患
者（
在
宅
当
番

医
等
で
受
診
可
能
の
患
者
で
比
較

的
軽
度
の
患
者
）が
増
大
し
、
医
師

を
始
め
と
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
負

担
が
激
増
し
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る

「
軽
症
患
者
の
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」で
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続

く
と
医
師
不
足
に
更
に
拍
車
を
か

け
る
こ
と
に
な
り
、
引
い
て
は
県
北

地
域
の
医
療
体
制
の
崩
壊
も
危
惧

さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

県
立
延
岡
病
院
で
は
完
全
予
約
制

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
診
者
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。�

�

①
外
来
を
受
診
す
る
場
合
の
留
意
点�

・
受
診
時
間
の
事
前
予
約
が
必
要

　
で
す
。（
初
診
・
再
診
と
も
）�

　
　
予
約
が
な
い
場
合
に
は
、
当
日

　
の
診
療
が
出
来
な
い
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。�

・
初
診
の
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
医

　
か
ら
の
紹
介
状
が
必
要
で
す
。�

　
紹
介
状
の
な
い
場
合
に
は
、
初
診

　
時
特
定
療
養
費
が
必
要
で
す
。（
２
、

　
６
２
５
円
）�

　
　
但
し
、
緊
急
や
む
を
得
な
い
場

　
合
は
負
担
が
な
い
場
合
も
あ
り

　
ま
す
。�

②
休
日
夜
間
の
救
急
診
療
は
、入

　
院
を
必
要
と
さ
れ
る
救
急
患
者

　
及
び
か
か
り
つ
け
医
か
ら
の
紹

　
介
患
者
を
優
先
し
ま
す
。�

③「
か
か
り
つ
け
医
」を
作
り
ま
し

　
ょ
う
。�

・
日
常
の
診
療
や
相
談
が
で
き
る

　
お
近
く
の
医
師
の
こ
と
で
す
。�

・
日
頃
の
病
気（
慢
性
疾
患
な
ど
）は
、

　「
か
か
り
つ
け
医
」に
相
談
し
治

　
療
を
受
け
て
下
さ
い
。�

・
何
か
変
化
を
感
じ
た
時
は
、
ま

　
ず「
か
か
り
つ
け
医
」に
相
談
し
、

　
必
要
に
応
じ
て
か
か
り
つ
け
医
か

　
ら
の
紹
介
で
県
立
延
岡
病
院
を

　
受
診
し
て
下
さ
い
。�

・
県
立
延
岡
病
院
で
治
療
や
手
術

　
後
、「
か
か
り
つ
け
医
」に
逆
紹
介

　
す
る
こ
と
で
そ
の
後
の
治
療
が
ス

　
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
ま
す
。�

�【
問
い
合
わ
せ
先
】�

県
立
延
岡
病
院�

1
０
９
８
２ - 
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平成20年６月（10）�平成20年６月（11）�

内　　　　容�

　
歯
を
失
う
原
因
の
９
割
は
、
む
し
歯
と
歯

周
病
で
す
。
歯
周
病
は
、
歯
ぐ
き
が
赤
く
は

れ
て
い
る
、
歯
ぐ
き
が
や
せ
て
き
た
、
口
臭
が

気
に
な
る
な
ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
危
険
信
号

で
す
。�

　
歯
は
、
奥
歯
を
一
本
失
っ
た
だ
け
で
も
、
か

む
力
は
歯
が
全
部
そ
ろ
っ
て
い
る
時
の
３
分
の

２
程
度
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
歯
周

病
も
生
活
習
慣
病
の
ひ
と
つ
で
、
歯
周
病
が

あ
る
こ
と
で
糖
尿
病
を
悪
化
さ
せ
た
り
、
心

臓
疾
患
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
な
っ
た
り
す

る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。�

　
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
健
康
に
過
ご
す

た
め
に
は
、
歯
垢
を
毎
日
の
歯
み
が
き
で
き

ち
ん
と
取
り
除
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

定
期
的
に
歯
科
検
診
や
歯
石
除
去
を
受
け
ま

し
ょ
う
。�

�

●
虫
歯
の
豆
知
識�

　
最
も
虫
歯
に
な
り
や
す
い�

お
菓
子
は「
キ
ャ
ラ
メ
ル
」�

�

　「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」の
原
材
料
で
あ
る
カ
カ

オ
に
は
虫
歯
菌
を
抑
制
す
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
食
べ
過
ぎ

る
の
は
別
の
意
味
で
体
に
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

日
頃
か
ら
の
食
生
活
に
注
意
を
し
て
、
食
後

は
き
ち
ん
と
歯
磨
き
を
す
る
習
慣
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。�

�

　
母
子
保
健
推
進

員
さ
ん
に
は
、
主

に
地
域
の
方
々
の

妊
娠
・
出
産
・
育
児

に
関
す
る
情
報
提

供
・
相
談
や
乳
幼

児
健
診
時
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

情
報
提
供
や
相
談

と
い
う
と
堅
苦
し

い
印
象
を
受
け
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

み
な
さ
ん
子
供
が

大
好
き
で
、
地
域

で
赤
ち
ゃ
ん
が
育

つ
こ
と
を
ご
自
分

の
家
族
の
よ
う
に

楽
し
み
に
さ
れ
て

い
る
方
た
ち
ば
か

り
で
す
。
お
散
歩
中
や
買
い
物
の
と
き
で
も
、
も
し
見
か

け
た
と
き
に
は
声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
素

敵
な
お
母
さ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
た
ち
な
の
で
、
ど
ん
な
些
細
な
悩
み
で
も
親
身
に
な

っ
て
応
援
し
て
く
れ
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
も
母
子
保
健
推
進
員
の
皆
さ
ん
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。�

�

南
郷
区
：
　
木
モ
ミ
ヂ
さ
ん
、 

荒
田
　
貞
子
さ
ん�

西
郷
区
：
山
本
　
玉
子
さ
ん
、 

奈
須
裕
美
子
さ
ん
、�

　
　
　
　
小
松
　
徳
子
さ
ん�

北
郷
区
：
林
田
み
さ
子
さ
ん
、 

杉
本
　
礼
子
さ
ん
、�

　
　
　
　
山
田
　
妙
子
さ
ん
、 

甲
斐
　
頼
子
さ
ん
、�

　
　
　
　
福
田
み
つ
子
さ
ん
、 

黒
田
　
和
代
さ
ん�

�

�

美郷町母子保健推進員の皆さんです！�

  

が
ん
は
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第1

位
を
占
め
る
病
気
で

す
。
発
症
初
期
に
は
自
覚
症
状
が
出
に
く
い
も
の
も
あ
り
、
早

期
発
見
の
た
め
に
は
定
期
検
診
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
検
診
を

受
け
て
早
く
発
見
し
、
早
く
治
療
を
始
め
る
ほ
ど
生
存
率
は

高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
負
担
の
軽

い
治
療
を
選
べ
る
利
点
も
あ
り
ま
す
。�

　
し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
が
ん
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、

「
が
ん
に
な
り
に
く
い
生
活
習
慣
」を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。�

�

1
． 

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
と
る�

2
． 

毎
日
、変
化
の
あ
る
食
生
活�

3
． 

適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
と
繊
維
質
の
も
の
を
多
く
と
る�

4
． 

食
べ
過
ぎ
を
さ
け
、脂
肪
は
控
え
め
に�

5
． 

塩
辛
い
も
の
は
少
な
め
に
、あ
ま
り
熱
い
も
の
は
さ
ま

　
　
し
て
か
ら�

6
． 
こ
げ
た
部
分
は
さ
け
る�

7
． 

カ
ビ
の
生
え
た
も
の
に
注
意�

8
． 

お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
！�

9
． 

た
ば
こ
は
吸
わ
な
い
！�

10
． 

日
光
に
当
た
り
過
ぎ
な
い�

11
． 

適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る�

12
． 

体
を
清
潔
に�

�

　
こ
の
12
項
目
は
と
り
た
て
て
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
常
生
活
の
中
で
、
少
し
で
も
気
を
つ
け
れ
ば
、
誰
に
で

も
で
き
る
簡
単
な
こ
と
で
す
。
日
頃
の
生
活
態
度
を
、
こ
れ
を

機
会
に
総
点
検
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
少
し
で
も
が
ん
の
原
因

に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
遠
ざ
け
て
、
明
る
い
健
康
な
生
活
を

送
り
た
い
も
の
で
す
。�

��

６
月
２２
日
〜
６
月
28
日
は�

�
　
ハ
ン
セ
ン
病
と
は
、「
ら

い
菌
」と
い
う
細
菌
に
よ

る
感
染
症
で
す
。
皮
膚
や

体
の
神
経
が
お
か
さ
れ

る
病
気
で
、
病
気
が
進
む

と
容
姿
や
手
足
が
変
形

し
た
り
し
ま
す
。�

　
ハ
ン
セ
ン
病
の
療
養
所
で
暮
ら
し
て
い
る
方
々
は
、
す
で
に

軽
快
治
癒
し
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
、
長
期
に

わ
た
る
隔
離
政
策
の
た
め
、
病
気
が
治
っ
た
あ
と
も
療
養
所

か
ら
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
社
会

生
活
を
送
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
方
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
後
遺
症
に
よ
り
視
覚
障
害
や
肢
体
障
害
な

ど
が
あ
る
方
も
多
く
、
加
え
て
平
均
年
齢
が
７０
歳
代
と
高
齢

で
あ
る
こ
と
も
社
会
復
帰
で
き
な
い
大
き
な
理
由
で
す
。 �

　
わ
が
国
で
は
、ハ
ン
セ
ン
病
は
恐
ろ
し
い
病
気
で
あ
る
と
の

誤
解
か
ら
、
こ
れ
ま
で
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た
方
々
の
人
権

が
侵
害
さ
れ
て
き
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、「
ら
い
菌
」の
感
染
力
や
発
病
力
は
隔
離
す
る
必

要
が
な
い
ほ
ど
非
常
に
弱
く
、
日
常
生
活
で
感
染
す
る
可
能

性
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
仮
に
発
病
し
た
場
合
で
あ
っ

て
も
、
治
療
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い
る
現
在
で
は
、
早
期
発
見

と
早
期
治
療
に
よ
り
、
短
期
間
で
治
る
病
気
で
す
。
遺
伝
性

も
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
ど
の
よ
う
な
疾
病
で
あ
っ
て
も
、
病
気
と
い
う
こ
と
に
よ
っ

て
人
は
差
別
さ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て

の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
社
会
か
ら
偏
見
・
差
別
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。�

�



平成20年６月（12）�平成20年６月（13）�

�

�

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
後
半

の
５
月
３
日（
土
）か
ら
５
日（
月
）

ま
で
の
３
日
間
、
百
済
の
館
周

辺
と
南
郷
温
泉
に
お
い
て
、「
百

済
の
里
南
郷
温
泉
春
ま
つ
り
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
年
は
３
日
間
通
し
て
天
候

に
恵
ま
れ
た
事
も
あ
り
、
県
内

を
中
心
に
県
外
か
ら
も
大
勢
の

観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。�

　
主
な
催
し
と
し
て
は
、「
春
夏

秋
冬
い
っ
つ
も
や
」に
よ
る
農
産

物
直
販
、
地
元
加
工
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
農
産
加
工
品
販
売
、
新

茶
販
売
と
手
揉
み
体
験
、
韓
国

風
お
好
み
焼
き「
チ
ヂ
ミ
」販
売
、

チ
ョ
ン
ド
ル（
韓
国
敷
石
）染
め

体
験
、
か
ず
ら
細
工
体
験
、
チ
マ

チ
ョ
ゴ
リ（
韓
国
民
族
衣
装
）試

着
体
験
、
百
済
王
伝
説
の
紙
芝

居
、
正
倉
院
床
下
で
の
野
点
等

多
彩
な
催
し
物
が
行
わ
れ
ま
し

た
。�

　
３
日
は
み
や
ざ
き
花
の
女
王

の
山
本
円
さ
ん
が
来
町
し
、
花

の
苗
50
鉢
の
配
布
が
あ
り
ま
し
た
。

山
本
さ
ん
は
日
之
影
町
出
身
で
、

「
美
郷
町
に
親
近
感
が
あ
り
、
ま

た
ぜ
ひ
来
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
話
さ
れ
て
ま
し
た
。�

　
４
日
は
韓
国
伝
統
芸
能
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
地
元

職
員
で
構
成
す
る「
ナ
ム
サ
ダ
ン
」

以
外
に
も
、
大
分
県
の
立
命
館

ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
の
学
生
15

名
の
皆
さ
ん
や
、
北
九
州
の
サ

ム
ル
ノ
リ
演
奏
家
朴
康
秀（
パ
ク
・

カ
ン
ス
）さ
ん
御
一
行
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
サ
ム
ル
ノ
リ
の
演
奏

の
他
、
タ
ル
チ
ュ
ム（
仮
面
劇
）、

カ
ヤ
グ
ム（
韓
国
琴
）、
ソ
ゴ
チ
ュ

ム（
小
鼓
舞
）な
ど
多
彩
な
演
目

が
お
こ
な
わ
れ
、
観
光
客
の
方

は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
の
方
も
韓

国
伝
統
芸
能
の
世
界
を
充
分
に

堪
能
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。�

　
５
日
は
西
の
正
倉
院
春
風
音

楽
会
が
初
開
催
さ
れ
、
正
倉
院

床
下
に
お
い
て
管
楽
器
の
生
演

奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
演
奏
は

午
前
午
後
の
２
回
で
、
日
向
市
の

高
校
生
河
野
真
優
さ
ん
の
サ
ッ

ク
ス
ソ
ロ
や
、
大
分
市
か
ら
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
フ
ル
ー
ト
三

重
奏「
え
り
ー
ず
」、
県
北
愛
好

家
で
つ
く
る
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
ア
ン

サ
ン
ブ
ル「
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
組
」の
順
で

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
普
段
な

か
な
か
聴
く
こ
と
の
出
来
な
い

生
の
管
楽
器
の
演
奏
に
来
場
さ

れ
た
方
は
じ
っ
く
り
聴
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。�

　
訪
れ
た
多
く
の
観
光
客
の
皆

さ
ん
は
、「
百
済
の
里
南
郷
温
泉

春
ま
つ
り
」を
思
い
思
い
に
楽
し

ま
れ
た
よ
う
で
し
た
。�

�

「ＢＡＲＡ組」の皆さん、チマチョゴリ姿も決まってます� フルート三重奏「えりーず」�

小鼓舞（ソゴチュム）�

力強い演奏で盛り上げました�

アジア太平洋大学の皆さん�

紙芝居　口上にも力が入ります�

河野さんのサックス演奏�

　
４
月
２０
日（
日
）、
恋
人
の
丘
に
お
い
て
鍵
か
け

ツ
リ
ー
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
鍵
か

け
ツ
リ
ー
は
、
県
の「
ひ
む
か
ラ
ブ
ラ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
」に
て
整
備
さ
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
、

百
済
王
伝
説
の
主
人
公
で
あ
る
禎
嘉
王
と
福
智

王
の「
親
子
の
絆
」を
イ
メ
ー
ジ
し
て
制
作
さ
れ
て

い
ま
す
。�

　
こ
の
除
幕
式
に
合
わ
せ
て
、
今
年
め
で
た
く
結

婚
さ
れ
る
３
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
出
席
さ
れ
、
絆
の
鍵

か
け
式
を
お
こ
な
っ
た

後
、
黒
田
副
町
長
よ
り

「
西
の
正
倉
院
」使
用
の

校
木
を
利
用
し
て
制
作

し
た
恋
人
証
明
書
を
受

け
取
り
ま
し
た
。
最
後

に
各
カ
ッ
プ
ル
で
絆
の

鐘
の
共
鐘
を
お
こ
な
い
、

二
人
の
絆
を
一
層
深
め

て
い
ま
し
た
。�

　
参
加
さ
れ
た
カ
ッ
プ

ル
の
方�

　
　
　
　
　
　
　�

前
田
一
樹
さ
ん
、�

真
子
さ
ん�

　
　
　
　
　
　
　�

黒
木
豪
志
さ
ん
、�

遠
藤
仁
美
さ
ん�

　
　
　
　
　
　
　�

川
口
富
多
美
さ
ん
、�

伸
恵
さ
ん�

　
　
　
　
　
　
　�

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
幸

せ
に
。�

�

�

　
５
月
９
日
に
県
庁
講
堂
に
お
い
て「
宮
崎
県
地

域
づ
く
り
顕
彰
事
業
」の
授
賞
式
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
地
域
振
興
に
関
し
、
地
域

経
済
の
発
展
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
地
域
活
力
の

向
上
な
ど
、
そ
の
推
進
に
著
し
く
貢
献
し
た
と
認

め
ら
れ
る
個
人
や
団
体
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
町
内
外
で
の

イ
ベ
ン
ト
活
動
等
に

よ
り
地
域
の
イ
メ
ー

ジ
や
活
力
の
向
上
に

貢
献
し
た
と
し
て
、

岩
田
利
右
衛
門
一
座

が
奨
励
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。�

　
当
日
は
岩
田
座
長

以
下
20
名
が
参
加
。

東
国
原
知
事
よ
り
表

彰
状
を
受
け
取
り
、

そ
の
後
、
県
庁
前
で

の
記
念
撮
影
が
あ
り

ま
し
た
。�

　
今
回
の
受
賞
は
、

日
頃
か
ら
の
活
動
が

認
め
ら
れ
た
も
の
だ

と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
も
町
内
の
み
な

ら
ず
、
県
内
外
に
利

右
衛
門
一
座
の
魅
力

を
伝
え
て
い
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。�

�

花の女王�

韓国琴（カヤグム）�

　
平
成
17
年
に
オ
ー

プ
ン
し
た
南
郷
区
の

生
産
者
直
売
所『
春

夏
秋
冬
い
っ
つ
も
や
』

が
三
周
年
を
迎
え
、

４
月
26
日
・
27
日
の

二
日
間
、
三
周
年
記

念
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。�

　
い
つ
も
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
皆
様
へ
、

生
産
者
か
ら
の
感
謝

の
気
持
ち
を
表
し
た

い
と
、
地
元
の
野
菜

や
加
工
品
の
即
売
、

野
菜
苗
の
大
特
価
販

売
な
ど
が
お
こ
な
わ

れ
、
多
数
の
来
店
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
お
昼
に
は

鶏
汁
の
ふ
る
ま
い
も

あ
り
、
皆
さ
ん
大
変

満
足
さ
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
こ
れ
か
ら
も
地
元
農
産
物
の
直
売
所「
い
っ
つ
も

や
」を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

�

　
※
こ
の
た
び「
い
っ
つ
も
や
」は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
ま
し
た
。�

　
各
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
特
産
品
の
紹
介
等
を

お
こ
な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

：h
ttp
://ittsu

m
o
.co
m
/�

�

仮面劇（タルチュム）�



平成20年６月（14）�平成20年６月（15）�
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�

７月５日（土）�
■第１６回 日向田植唄全国大会予選�
　時  間 ： ９：００～１７：００�
　場  所 ： 西郷農村環境改善センタ－��
■ふるさとうまいもん広場�
　時  間 ： １３：００～２１：００�
　場  所 ： 御田祭の里ふれあい広場駐車場��
■美郷芸能�
　時  間 ： １６：００～１７：００ （開場：１５：００）�
　場  所 ： すぱーく西郷��
■御田祭の里  ふれあいフェスタ�
　ゲスト ： 大森うたえもん　みずき舞�
               叶竜也　WISH（イリュージョン）�
　時  間 ： １８：００～２０：００ �
　場  所 ： すぱーく西郷��
■花火大会�
　時  間 ： ２０：１５～２１：００�
　場  所 ： 葉桜ふれあい公園�
�
７月６日（日）�
■御田祭�
　上円野神社神事�
　御神幸行列出発�
　上の宮田着     　�
　豊年祈願太鼓    �
　祭典          　　   �
　子供みこし入れ   �
　牛馬入れ      　　 �
　豊年神楽奉納    �
　青年みこし入れ   �
　田植え神事      �
　田植え          ��
■ふるさとうまいもん広場�
　時  間 ： ９：００～１４：００�
　場  所 ： 御田祭の里ふれあい広場駐車場��
■四半的大会�
　時  間 ： ９：３０～１４：００�
　場  所 ： すぱーく西郷��
■第１６回  日向田植唄全国大会決勝�
　時  間 ： １０：００～１６：００�
　場  所 ： 西郷農村環境改善センタ－��
■写真コンテスト�
　募集締切 ： 平成２０年７月３１日（木）�
�
※当日は混雑が予想されます。マイカーの方
は出来るだけ乗り合せでお越し下さい。路上
駐車は迷惑になりますので認められません。
指定駐車場をご利用下さい。�
�
◆指定駐車場�
　総合グラウンド駐車場・農村環境改善センタ
ー駐車場・役場職員駐車場・県林業技術セン
ター駐車場・JA日向西郷支店駐車場・田代小
学校グラウンド・西郷中学校グラウンド�
�
�

　「
御
田
祭
」

早
乙
女
の
、一

般
参
加
者
を

募
集
い
た
し

ま
す
。�

 
 

募
集
の
対

象
は
、
町
内

外
を
問
わ
ず
、

中
学
生
以
上

の
女
性
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
当
日
に
、
早
乙

女
衣
装
に
着
替
え
て
い
た
だ
き
、
中
の
宮
田
で

の
田
植
え
に
参
加
し
ま
す
。�

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
６
月
20
日（
金
）

ま
で
に
西
郷
支
所
地
域
政
策
課�

（
1
０
９
８
２ - 

66 - 

３
６
０
９
）へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。�

　
是
非
、
伝
統
あ
る「
御
田
祭
」に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。�

����

　
西
郷
区
ミ

ニ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会
主

催
の
第
66
回

大
会
が
、
４

月
20
日（
日
）

に
西
郷
環
境

改
善
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
50

代
10
チ
ー
ム
、

60
代
８
チ
ー

ム
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
結
果
、
50
代
の
優
勝
は
前
大
会
に
続
い

て
成
長
著
し
い「
ひ
ょ
う
た
ん
ず
チ
ー
ム
」が
２
度
目

の
優
勝
を
し
ま
し
た
。
ま
た
60
代
は
昨
年
か
ら
負
け

知
ら
ず
の「
田
代
愛
好
会
チ
ー
ム
」が
優
勝
し
ま
し
た
。�

ま
た
、
今
回
永
年
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
続
け
て
い

る
鎌
田
明
さ
ん
、
亀
田
栄
子
さ
ん
に
最
高
齢
者
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
な
お
、
20
年
度
の
大
会
日
程
お
よ
び
今
大
会
の
成

績
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

【
平
成
20
年
度
大
会
日
程
】�

　
第
67� 

回
大
会
　
７
月
13� 

日�

　
第
68� 

回
大
会
　
10� 

月
19� 

日�

　
第
69� 

回
大
会
　
１
月
18� 

日�

※
会
場
は
い
ず
れ
も
北
郷
総
合
交
流
セ
ン
タ
ー�

�

「
悲
し
き
矛
盾
」か
ら
　
　
　
　
　
　�

　
ぜ
ん
ま
い
の
螺
旋
が
ゆ
る
め
ば�

　
焔
口
餓
鬼
も
な
が
く�

　
食
事
を
忘
れ
て
居
り
け
り�

�(

解
説)

　
蕨
野
　
育�

　
揚
歌
を
ふ
く
む
一
連
は
、
次
の
歌
か
ら

始
ま
る
。�

�

　
三
銭
の
木
戸
を
払
ひ
地
獄
極
楽
の�

　
人
形
を
見
る
暑
き
夏
の
日�

�

　
木
戸
と
は
木
戸
賃
の
こ
と
。
か
ら
く
り

人
形
を
見
せ
る
小
屋
掛
け
の
入
場
料
で

あ
る
。
因
縁
に
よ
っ
て
餓
鬼
道
に
落
ち
た

亡
者
は
、
水
を
飲
も
う
と
す
れ
ば
水
が
、

物
を
食
べ
よ
う
と
す
れ
ば
そ
の
食
べ
物
が

に
わ
か
に
炎
と
変
わ
り
、
常
に
飢
餓
に
さ

い
な
ま
れ
る
と
い
う
。
そ
の
焔
口
餓
鬼
も
、

ぜ
ん
ま
い
の
ネ
ジ
が
ゆ
る
ん
で
お
る
ゆ
え
、

長
く
食
事
を
忘
れ
て
い
る
と
。�

��

ウェイクボードコンテスト「石峠レイクランドカップ０８」�
●６月２１日（土）～２２日（日）開催��

　石峠レイクランド前の大内原ダム湖で、
九州管内より１５０名の選手が出場し、日
本ウェイクボード協会公認の九州ブロック
大会「ウェイクボード石峠レイクランドカッ
プ０８」が開催されます。�
　水上で繰り広げられる「技」の数々を是
非ご覧いただき、九州各県から来町する
選手の皆さんに熱い声援をお送りください。�
�

　西郷区上野原地区の田村文英さんが4ａ程
栽培している「桃（千代姫）」の収穫が6月10日
頃から始まります。収穫期間は約10日間と大
変短いものの、毎年約2ｔの生産量があり、地元
の販売所で大変好評です。�
　また、田村さんは収穫体験者の受入も行っ
ており、収穫された桃代（1kgあたり500円以下）
のみで体験できます。�
　収穫の状況や受入に関するお問い合わせは、�
西郷支所産業振興課（166 - 3611）までお願い
します。�
�

お
せ
り
の
滝
と
民
話
の�

　
　
　
　
　
森
づ
く
り
事
業
完
了�

50� 

代  

【
優
勝
】�

ひ
ょ
う
た
ん
ず
チ
ー
ム�

山
下
諭
　
　
　
馬
原
廣
美�

馬
原
ひ
と
み
　
藤
田
律
子�

�【
準
優
勝
】�

ト
ン
ト
ン
Ａ�

�

60� 

代  

【
優
勝
】�

田
代
愛
好
会
チ
ー
ム�

川
村
寿
実
　
黒
木
正
樹�

奈
須
義
廣
　
黒
木
栄
子�

奈
須
富
久
代�

�【
準
優
勝
】�

花
水
流
チ
ー
ム�

�

50代優勝「ひょうたんずチーム」（右）と�
60代優勝「田代愛好会チーム」（左）�

御田祭及び協賛行事�

さ
い�

さ
い�

　
平
安
時
代
か
ら
の
伝
統
を
誇
る
田

代
神
社
の「
御
田
祭
」が
７
月
６
日
に
行

わ
れ
ま
す
。�

  

協
賛
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
７
月
５
日
に

恒
例
の
納
涼
花
火
大
会
や
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
、
第
16
回
日
向
田
植
唄
全
国

大
会
予
選
会
等
が
行
わ
れ
、
祭
当
日
の

７
月
６
日
に
は
、
上
円
野
神
社
の
降
神

神
事
で
始
ま
り
、
メ
イ
ン
会
場
の「
中
の

宮
田
」で
牛
馬
入
れ
や
神
輿
入
れ
な
ど

各
種
様
々
な
祭
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

ま
た
、
う
ま
い
も
ん
広
場
の
開
設
や
四

半
的
大
会
も
行
わ
れ
ま
す
。�

  

内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
の
御
田
祭
に
ご

家
族
揃
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。�

  

当
日
は
、
相
当
な
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
車
を
ご
利
用
の
方
は
乗
り

合
わ
せ
の
上
ご
来
場
下
さ
い
。�

�

　
御
田
祭
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実

施
し
ま
す
。
募
集
要
項
は
次
の
と
お

り
で
す
。
多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち

致
し
て
お
り
ま
す
。�

�

●
募
集
要
項�

﹇
テ
ー
マ
﹈�

御
田
祭
を
題
材
と
し
た
作
品�

﹇
サ
イ
ズ
﹈�

カ
ラ
ー
・
白
黒
と
も
四
切
り
ま
た
は

四
切
り
ワ
イ
ド�

﹇
応
募
資
格
﹈�

全
国
ど
な
た
で
も
プ
ロ
・
ア
マ
問
わ

ず
応
募
で
き
ま
す
。�

﹇
応
募
締
切
﹈７
月
31
日（
木
）必
着�

﹇
応
募
方
法
﹈�

写
真
裏
面
に
必
要
事
項（
題
名
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
）

を
記
入
す
る
こ
と
。�

﹇
応
募
細
則
﹈�

①
一
人
３
点
ま
で
と
し
ま
す
。�

②
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。�

③
入
賞
作
品
の
版
権
は
、
主
催
者
側

　
に
帰
属
し
ま
す
。�

④
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
ネ
ガ
・

　
デ
ー
タ
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。�

﹇
副
賞
﹈�

特
　
選
　
１
点（
賞
状
・
賞
金
５
万
円
）�

準
特
選
　
１
点（
賞
状
・
賞
金
３
万
円
）�

入
　
選
　
10
点（
賞
状
・
町
特
産
品  

　
　
　
　
　
　
５
千
円
相
当
分
）�

﹇
審
査
・
発
表
﹈�

①
審
査
は
主
催
者
に
お
い
て
行
い
ま
す
。�

②
８
月
下
旬
に
発
表�

�﹇
応
募
先
﹈�

　
美
郷
町
役
場
　
西
郷
支
所�

　
地
域
政
策
課
　
1
66 -

３
６
０
９�

�

勇壮に駆ける神馬�勇壮に駆ける神馬�

早乙女による田植え�

◆
７
月
５
日（
土
）�

　
御
田
祭
前
夜
祭�

　
納
涼
花
火
大
会�

◆
７
月
６
日（
日
）�

　
御
田
祭�

　今年も、耳
川広域森林組
合美郷支所青
年部（黒木孝
会長他）により、
石峠レイクラン
ド前のダム湖
畔にこいのぼりを設置していただきました。
ゴールデンウィークには多くの観光客の目
を楽しませてくれました。青年部の皆さん、
ありがとうございました。�

　
宮
崎
県
元
気
の
い
い
地
域
づ
く
り
総
合

支
援
事
業
に
よ
り
平
成
17
年
度
か
ら
３
カ

年
計
画
で
事
業
を
進
め
て
き
た「
お
せ
り

の
滝
と
民
話
の
森
づ
く
り
事
業
」が
平
成

20
年
３
月
末
に
完
了
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
事
業
に
よ
り
、
民
話
伝
承
館
、
お

せ
り
の
滝
遊
歩
道
、
駐
車
場
、
案
内
看
板

な
ど
が
整
備
さ
れ
た
ほ
か
、
お
せ
り
の
滝

に
ま
つ
わ
る
民
話
24
話
を
収
め
た
絵
本「
お

せ
り
の
滝
の
民
話
」や
Ｃ
Ｄ
、
民
話
紹
介
パ

ネ
ル
、
紙
芝
居
が
完
成
し
ま
し
た
。�

　
な
お
、
民
話
伝
承
館
は
、
土
曜
日
・
日

曜
日
・
祝
日（
時
間
９:

０
０
〜
16:

０
０
）に

開
館
し
、
絵
本
や
パ
ネ
ル
・
紙
芝
居
な
ど

に
よ
り
お
せ
り
の
民
話
を
紹
介
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
地
元
グ
ル
ー
プ「
お
せ
り
の

滝
と
民
話
の
森
づ
く
り
運
営
協
議
会
」に

よ
り
、
地
元
特
産
品
や
手
打
ち
そ
ば
、
コ

ー
ヒ
ー
な
ど
を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。�

　
お
せ
り
の
滝
周
辺
は
、
美
郷
町
を
代
表

す
る
観
光
ス
ポ

ッ
ト
と
し
て
、

新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
し
ま
し
た
。

夏
休
み
に
は
、

河
川
プ
ー
ル
や

キ
ャ
ン
プ
場
を

開
き
ま
す
。
皆

さ
ん
も
、
是
非

遊
び
に
お
い
で

下
さ
い
。�
�

おせりの滝�
 民話伝承館�

 大森うたえもん�

 みずき舞�

 叶竜也�

 WISH（イリュージョン）�
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(１０：３０)�
(１０：３０)�
(随  時)�
(１０：５０)�
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(１１：３０)�
(１１：４０)�

�

ね
ぢ�

え
ん 

く�

が
き�

お
ん
だ�
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４
月
27
日
日
曜
日
、
五
十
鈴
川
で
恒
例

の
ヤ
マ
メ
釣
り
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
北
郷
商
工
会
青
年
部（
山
本
英

次
部
長
）が
主
催
し
、
五
十
鈴
川
に
親
し

ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年
開
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。�

　
当
日
は
県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
県
外
は
福

岡
県
や
大
分
県
か
ら
も
総
勢
１
５
２
名
が

参
加
し
ま
し
た
。�

　
当
日
は
朝
６
時
か
ら
の
受
付
を
終
え
、

釣
り
人
は
思
い
思
い
の
釣
り
場
へ
向
か
い
、

ヤ
マ
メ
釣
り
を
楽
し
ん
で
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
10
時
か
ら
は
受
付
会
場
近
く
の

プ
ー
ル
で
つ
か
み
取
り
大
会
も
行
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。�

　
大
会
終
了
後
に
は
、
ヤ
マ
メ
の
塩
焼
き

が
振
舞
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
山
の
幸
に

舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。�

�【
大
会
結
果
】�

�

●
大
人
の
部�

　
優
　
勝
　
満
園
香
祐
さ
ん（
22
・
４
ｃｍ
）

　
　
　
　
　【
福
岡
県
北
九
州
市
】�

　
準
優
勝
　
岩
崎
幸
徳
さ
ん（
22
・
３
ｃｍ
）

　
　
　
　
　【
大
分
県
臼
杵
市
】�

　
３
　
位
　
重
富
忠
輔
さ
ん（
22
・
２
ｃｍ
）

　
　
　
　
　【
福
岡
県
朝
倉
市
】�

�

●
子
ど
も
の
部�

　
優
　
勝
　
宮
下
渓
太
さ
ん（
23
・
５
ｃｍ
）

　
　
　
　
　【
清
武
町
】�

　
準
優
勝
　
甲
斐
征
樹
さ
ん（
23
・
０
ｃｍ
））

　
　
　
　
　【
延
岡
市
】�

　
３
　
位
　
日
高
友
海
さ
ん（
22
・
９
ｃｍ
）

　
　
　
　
　【
佐
土
原
町
】�

� �

　今年もあじさいロードの季節がやってきます。�
　地区住民の方が２０年かけて育てたあじさいが、
もうすぐ見頃を迎えます。�
　期間中には、地元のみなさんによる接待・販売
また土・日曜日には、商工会女性部によるうどんや
特産品の販売が行われる予定です。�
　ぜひ癒しのあじさいロードへお越しください。�
�
見頃：６月中旬～７月中旬�
�
問合せ先：北郷支所地域政策課（1６２ - ６２０１）�
�

　4月25日（金）に北
郷中学校（佐田友
和校長）で交通安
全教室が開かれま
した。�
　これは交通安全
指導員連絡協議会
北郷支部（林田幸
雄支部長、会員5名
及び北郷駐在所長）が毎年主催して行っているもので、今
年は中学全校生徒３２人を対象に自転車の安全運転などの
指導をしました。�
　はじめに、自転車置き場で指導員らが自転車を点検し、
ブレーキの利き具合などを確かめました。その後、教室で村
上北郷駐在所長と林田支部長により、道路交通法などの講
話がありました。�
　最後に校庭で実際に自転車に乗り、横断歩道を渡る際の
交通ルールなどを学びました。�
　生徒からはお礼のことばのなかで「交通ルールを守り事
故のないようにします。」と誓っていました。�
�

�

　5月8日に行われた乾椎茸の入札
では1826箱14.5kg出品され、高値
7,500円でした。結果は次のとおり
です。�

　
５
月
８
日
と
９
日
の
２
日
間
、
平
成
20
年

度
春
季
職
場
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

北
郷
総
合
流
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
北
郷
区
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会（
甲
斐
一
基
会
長
）が
毎
年
、
春

と
秋
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。�

　
１
部
か
ら
４
部
の
各
リ
ー
グ
で
は
職
場

チ
ー
ム
・
地
域
同
僚
チ
ー
ム
の
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
プ
レ
イ
を
す
る
中
で
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
も
深
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。�

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

１
　
部�

　
優
　
　
勝
　
速
日
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ�

　
２
　
　
位
　
役
場
Ａ�

　
３
　
　
位
　
森
林
組
合�

　
最
優
秀
賞
　
柴
田
　
純
江�

　
優 

秀 

賞
　
池
田
　
昭
紘�

　
敢 

闘 

賞
　
川
崎
　
里
美�

�

２
　
部�

　
優
　
　
勝
　
長
野
農
林�

　
２
　
　
位
　
役
場
Ｂ�

　
３
　
　
位
　
Ｊ
Ａ�

　
最
優
秀
賞
　
奈
須
　
陽
一�

　
優 

秀 

賞
　
井
上
　
智
文�

　
敢 

闘 

賞
　
長
友
　
基
徳�

�

３
　
部�

　
優
　
　
勝
　
黒
木
バ
レ
ー
愛
好
会�

　
２
　
　
位
　
教
員
連
合�

　
３
　
　
位
　
小
原
グ
ル
ー
ヴ
ィ
ー
ズ�

　
最
優
秀
賞
　
岡
田
　
昭
一�

　
優 

秀 

賞
　
渡
邊
　
か
お
り�

　
敢 

闘 

賞
　
中
村
　
翔
太�

�

４
　
部�

　
優
　
　
勝
　
Ｎ
Ｅ
Ｗ
・
Ｖ
・
Ｃ�

　
２
　
　
位
　
木
材
加
工
セ
ン
タ
ー�

　
３
　
　
位
　
小
原
バ
レ
ー
愛
好
会�

　
最
優
秀
賞
　
福
田
　
裕
人�

　
優 

秀 

賞
　
若
杉
　
茂
善�

　
敢 

闘 

賞
　
山
　
　
寿
子�

��

受賞された方々�

大会のようす�

1部リーグ優勝　速日バレークラブ�

（１kg当たり単価）�
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